
 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査が終わりました。３年生はいよいよ受験シーズンに突入していきます。点数

や順位が気になる人もいると思いますが、定期考査は順位ではなく、「自分がどこが理

解できて、どこが理解できていないか」を確認するためのものです。そのために、「終わ

ったからいいや」ではなく、時間を見付けて（冬休みなど）、復習することが大切です。 

「期末考査でいい点を取るために勉強したのに、どうして復習するの」と感じる人も

多いはずです。定期考査が戻って、復習が大切となんとなく理解していても、明らかな理由がなけ

れば復習する気にはなれないと思います。そこで、次のことを確認してはどうでしょうか。 

●定期考査を行う理由 

復習が大切な理由の前に、なぜ行われるのか考えてみましょう。定期考査は、授業内容の理解

度や定着度を確認するために行われます。定期考査で自分の苦手分野を把握できれば、重点的

に復習することが可能です。そのため、点数も大切ですが、解けなかった問題や間違えた箇所に焦

点を当てることが重要になります。 

●返却後の復習が大切な理由 

返却された答案用紙を確認すれば、自分の苦手な問題を把握できます。つまり、復習する箇所

が明確になり、短時間で成績アップにつながるチャンスです。 

間違えた問題がケアレスミスなのか解き方を理解できていなかったのかを確認し、理解が浅い

ところを重点的に復習しましょう。解いた問題が頭に残っている場合もあるので、なるべく早めの復

習がおすすめです。復習で苦手を克服しておけば、高校入試や大学入試に向けた受験勉強の負担

を軽減できるでしょう。 

◇ テスト返却後にやっておきたい３つのこと 

ここからは、復習の方法を具体的に書きます（すべての人にあてはまるとは限らないので、自分

自身に照らし合わせてみましょう）。復習が大事と理解しても、どのように復習すべきか悩みますよ

ね。以下の３つの復習方法を参考にしてみてはどうでしょうか。 

●自分の苦手な単元や問題を確認する 

答案が返ってきたら、教科ごとに苦手な単元や問題を確認しましょう。「英作文が苦手」「数学の

証明問題はミスが多い」など、結果を分析することで自分の理解度を把握できます。間違えた問題

から自分の弱点を把握しておけば、教科書や問題集を使って効率的な復習が可能です。 

●間違え方を確認する 

間違えた問題をさらに詳しく確認し、計算ミスが多いのか問題文をよく読んでいないのかなど、

より具体的に把握しておきましょう。間違え方や減点されやすい解答を知っておくと、今後の対策に

反映できます。間違えた問題をただ意味もなく復習するだけでは、知識として定着するまでに時間

がかかります。復習を始める前に間違え方をしっかり理解しておくことが大切です。 

●もう一度解いてみる 

間違え方を詳しく把握したら、再度解いてみます。間違えた問題は正解できるまで繰り返し、知識

として定着させましょう。もう一度解く際には、間違えたところをまとめたノートを作るのもいいでしょ

う。ノートに間違えた問題をまとめておけば、繰り返し復習する際にも役立ちます。 

間違えた問題が少なく、余裕がある場合には、正解した問題も解いてみましょう。正解した問題も

繰り返し解くことで、より理解を深められます。理解するのが難しい問題は先生や友達に質問したり、

相談したりしましょう。覚え方や答え方などを教えてもらえるはずです。 

 

 

◆家庭学習のポイントと意義◆ 

■１ 授業の内容を復習することで定着させることができる 

家庭学習で学校の授業内容を復習することで、学習したことを定着させること

ができます。一度聞いただけでは分かったつもりでもすぐに忘れてしまったり、理

解できていなかったりすることがあるので、内容を復習して問題演習などを行う

ことで、理解・記憶を確実なものにすることができます。 

■２ 学習の習慣を身に付けると学習時間を確保できる 

家庭で学習の習慣を身に付けることができると、たくさんの学習時間を確保することができます。

１日３０分でも３６５日続けると１８２．５時間になります。たくさんの学習時間を確保できれば、学力

が向上しやすいと考えられます。家庭学習は早いうちから行い、習慣を身に付けるようにすることが

大切なのです。 

■３ コミュニケーションの機会になる 

「終えた課題をしっかり見て『とても上手にできたね』『よく工夫しているね』など、大いにほめて

あげる」です。これは「ほめ言葉」を通してこそ、子どもは達成感を感じるということです。こうした小

さな達成感の積み重ねが、子どもの学ぶ意欲を育んでいくのです。 

■４ 家庭学習を続けると自信につながる 

家庭学習を継続することができれば、自分はこれだけ勉強してきたという自信をもつことができ

るようになります。毎日一定の時間学習を続けることができれば、続けてきた努力を途切れさせた

くないという気持ちが生まれ更なる学習につながっていきます。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

期末考査終わる！～復習を大切に～ 

 
【保護者の皆様へ】学校・家庭が連携して「生きる力」を育みましょう！ 

【板櫃中の先生方も頑張っています！～板櫃中教職員奮闘記～】 
先生たちは職員卓球大会の小倉北区大会で準優勝しました。決勝は日程の都合上棄権しましたが、

対戦していれば優勝でした（と、どの先生も言っています笑笑）。今月は職員バレーボール大会が行わ

れ、小倉北区大会で優勝、市内大会へとコマを進めました。市内大会１回戦は志徳中学校との対戦でし

た。アウェイでしたが、２－０で勝利しました。２回戦は小倉総合特別支援学校です。板櫃中会場で応援も

多く、またまた２－０で勝利を収めました。決勝大会は１８日（土）若松体育館で行われました。相手は黒

崎中学校。必死にボールを追いましたが、惜しくも敗れ、結果は第３位でした。板櫃中の生徒のみなさん

に負けないよう先生たちも「チーム板櫃」で頑張りました！来年は優勝目指して GO FIGHT！です。 


